
内容：

現在、果樹園から排出される剪定枝の利活用法はなく、生産
者が費用を負担して焼却処分されている。一例として日本ナ
シの剪定枝を挙げる。日本ナシの果樹園は比較的都市部の
近郊に点在し、集荷・輸送コストが抑えられる未利用の植物
バイオマスである。

本研究課題では、廃棄される日本ナシ剪定枝を総合的に有
効利用する方法を確立する。日本ナシ剪定枝のような植物
バイオマスは主にセルロースとリグニンから構成される。セ
ルロースは微生物変換法により液体燃料やまたはセルロー
スファイバーやセルロースナノクリスタルとしてプラスチックの
原料となり、リグニンもまたプラスチックの原料となり得る。ま
た、近年、我々は日本ナシ剪定枝から美白成分として化粧
品に配合される機能性ポリフェノールであるアルブチンが含
有されることを見出した。植物にはセルロースやリグニンだ
けでなく、様々な有用化学物質を抽出・生産できる可能性が
あり、とくに「未利用の」植物バイオマスから様々な有用化学
物質を生産する一連のプロセスを構築するのが本研究課題
の目標である。
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